
 

 

自然災害発生（警報・注意報発令）時の対応  

自然災害発生時、以下の基準で生徒の安全を確保します。        2024/08/29 

 

１．地震災害発生時 

情   報 
授
業 

生徒の動きなど 

地震発生 
（震度５強 

以上） 

登下校 
時 

休 
  

校 

 登下校中の生徒は、身の安全を第一として最も近くの避難地に避難する。避難所で 
 登録後、保護者に安否を連絡し、以後は保護者の指示に従う。保護者から担任へ 
 安否の連絡をする。ただし、南海トラフ地震臨時情報発表の際には混乱を避けるため 
 保護者から学校への問い合わせは見合わせる。 

在校時 
【引渡し】 

 1 危機管理マニュアルに従いグラウンドに避難させる。緊急に校内災害対策本部を 
  準備または設置し、点呼の後に帰宅カードの登録状況に応じて再整列する。 
  校内災害対策本部は必要に応じ、「引き渡し」を行う。その場合、生徒は保護者と 
  の連絡が取れるまで校内にて待機する。 
 2 自力で帰宅、または代理人宅に自力下校を登録している生徒は保護者との連絡が 
   取れ次第、下校し、帰宅後担任に連絡する。 
 3 引き渡しを登録している生徒は、保護者または代理人が来るまで待機し、校内災 
   害対策本部にて引渡しの手続き（保護者または代理人の署名等）の後に下校する。 
   校内対策本部は正門前に設置場所が掲示される。 
 4 学校に宿泊を登録している生徒は本部にて宿泊者名簿に登録をし、校内災害対 
   策本部の指示に従う。 

在宅時 
 1 以後の指示があるまで、自宅待機とする。 
 2 保護者より担任へ安否の連絡をする。 

地震発生 
（震度５弱 

以下） 

登下校時 
在宅時 平

常
授
業 

 原則として授業を行うので、今後の地震情報や地域の状況を家族と相談し、安全に 
 登校できることを確認した上で登校する。安全に登校することが心配な場合は学校に 
 連絡し、自宅待機するか状況を見て登校する。 

在校時 
 原則として授業を行うが、今後の地震情報や地域の状況に応じ下校させることもある。 
 安全に下校することの困難な生徒は保護者と連絡を取り学校待機とする。 

 

 

２．津波災害 

情   報 
授
業 

生徒の動きなど 

登下校時 
在宅時 平

常
授
業 

 原則として授業を行うので、今後の津波情報や地域の状況を家族と相談し、安全に 
 登校できることを確認した上で登校する。安全に登校することが心配な場合は学校に 
 連絡し、自宅待機するか状況を見て登校する。 

在校時 
 原則として授業を行うが、今後の地震情報や地域の状況に応じ下校させることもある。 
 安全に下校することの困難な生徒は保護者と連絡を取り学校待機とする。 

登下校時 

個
別
対
応 

 登下校時に所在する地域に警報が発令された際には、海岸・河川から離れ、 
 高台・避難ビルに避難する。登校は見合わせる。 

在校時  警報が解除されるまで学校に待機する。 

在宅時 

 1 ＜居住地に発令された場合＞：海岸・河川から離れ、高台・避難ビルに避難する。 
 2 ＜居住地以外に発令された場合＞：気象情報や地域の情報を家族と相談し、 

 安全に登校できることを確認した上で登校する。安全に登校することが困難な 
 場合は学校に連絡し、自宅待機し、状況を見て登校する。 

 3 警報が解除された後でも公共交通機関の運転見合わせ等により登校できない 
   場合は自宅待機とする。 



 

 

 

３．台風等による注意報・警報発令時の対応 ＜居住地または学校所在地に発令された場合＞ 

情 報 授業 登  校  前  発  令 登 校 後 発 令  

強風 
 

大雨 
 

洪水 

平常授業 

 1 今後の気象情報や地域の状況等を家族と 
   相談し、安全に登校できることを確認した上で 
   登校する。 
 2 安全に登校することが心配な場合は、学校に 
   連絡し、自宅待機するか状況を見て登校する。 

 気象情報や地域の状況に応じ 
 下校させることもある。 

暴風 

自宅待機  午前６時の時点で発令されている場合。 
 安全を確認後、下校指導する 
 
  【確認事項】 
 ・交通情報、道路情報の確認 
 ・保護者引取りの有無 
 ・自転車通学生の安全指導 
 ・安全に下校することの困難 
  な生徒は、保護者と連絡を 
  とり適切な対応をする。 

休  校  午前１１時の時点で発令されている場合。 

午後から 
平常授業 

 1 午前１１時までに警報が解除された場合は 
   午後の授業に間に合うよう登校する。 
 2 ただし、今後の気象情報や地域の状況等を 
   家族と相談し、安全に登校できることを確認 
   した上で登校する。 
 3 安全に登校することが困難な場合は、学校に 
   連絡し、自宅待機するか、状況を見て登校する 

大雨 
 

洪水 
平常授業 

 1 今後の気象情報や地域の状況等を家族と 
   相談し、安全に登校できることを確認した上で 
   登校する。 
 2 安全に登校することが心配な場合は、学校に連 
   絡し、自宅待機するか、状況を見て登校する。 

気象情報や地域の状況に応じ 
下校させることもある。 

 

 

４．地震情報等（南海トラフ地震臨時情報）発令時 

状況 基準 

南海トラフ地震臨時情報 

調査中 

原則、通常授業 

巨大地震警戒（※） 

巨大地震注意 

在校時 

 

 

注意事項 

 

(1) 各自で伊豆の国市の地域防災情報を確認し、判断してください。 

 

(2) その後、自宅待機や休校とする場合は、次の 2 つの方法で確認できます。 
 

① メール配信での配信（登録がまだの方はぜひ登録をお願いします。） 

② 本校ホームページの「重要連絡」欄 

 

＊上記の対応を理由とする欠席は出席停止とする。また、遅刻・早退にはならない。 

ただし、授業は欠課となる。 


